
ぴ

、

行
　
　
館
吹
番

発
　
　
民

日
号
公
清
6

別
－
個
沢
代

4
2
松
　
松

年
－
郡
富
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第
城
　
話

和
　
　
頸
長

昭
　
　
東
館
電

印刷　松代印刷所

昭
和
四
十
三
年
度
定
例
議
会
開
か
る

サ
四
十
三
年
度
予
算
な
ど
議
決
サ

　
去
る
三
月
六
目
よ
り
四
日
間
に
わ
た

り
、
予
算
議
会
と
称
せ
ら
れ
る
定
例
町

議
会
が
開
か
れ
、
次
の
議
題
が
提
出
さ

れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
第
一
号
　
昭
和
四
二
年
度
松
代
町
一

　
般
会
計
補
正
予
算
（
八
一
三
七
千
円

　
を
追
加
）

議
第
二
号
　
昭
和
四
二
年
度
松
代
町
特

　
別
会
計
国
民
健
康
保
険
補
正
予
算
ひ

　
第
3
号
）

議
第
三
号
　
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

〆
に
つ
い
て

　
　
牧
田
栄
一
（
松
代
町
峠
）

議
第
四
号
　
新
潟
県
町
村
人
事
事
務
組

　
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

　
の
増
減
及
び
規
約
変
更
に
つ
い
て

議
第
五
号
　
松
代
町
統
計
調
査
条
例
の

　
制
定
に
つ
い
て

議
第
六
号
　
松
代
町
特
別
職
の
職
員
で

　
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

　
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　図表1

予算総額比

歳入歳出予算事項別明細書
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村
付
鞍
出
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計
　
　
　
　
日
計

交
及
及
支
附
越
収
入
合
款
牽
霧
業
工
奪
解
合

町
方
繍
庫
支
産
．
入
　
　
林
　
害
出

市
地
分
使
国
県
財
寄
繰
諸
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町
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議
総
民
衛
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教
災
公
予
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》
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〈
歳

入
〉

〈
歳

出
〉

議
第
七
号
　
松
代
町
議
会
の
議
員
の
報

　
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

　
つ
い
て

議
第
八
号
　
松
代
町
特
別
職
の
職
員
の

　
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
九
号
　
松
代
町
教
育
委
員
会
教
育

　
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　
制
定
に
つ
い
て

議
第
馳
O
号
　
松
代
町
職
員
の
給
与
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
二
号
　
松
代
町
職
員
の
旅
費
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
聞
二
号
　
松
代
町
手
数
料
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

　
い
て

議
第
＝
二
号
　
松
代
町
土
木
事
業
費
負

　
担
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
の
制
定
に
つ
い
て
　
‘

議
第
剛
四
号
　
松
代
㌦
農
業
共
済
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

　
つ
い
て

議
第
周
五
号
　
松
代
町
国
民
健
康
保
険

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

　
定
に
つ
い
て

議
第
剛
六
号
　
昭
和
四
三
年
度
松
代
町

　
一
般
会
計
才
入
才
出
予
算

議
第
陶
七
号
　
昭
和
四
三
年
度
松
代
町

　
特
別
会
計
国
民
健
康
保
険
才
入
才
出

　
予
算

議
第
一
八
号
　
昭
和
四
三
年
度
松
代
町

　
特
別
会
計
建
設
機
械
施
設
事
業
才
入

　
才
出
予
算

議
第
幽
九
号
　
昭
和
四
三
年
度
松
代
町

　
特
別
会
計
簡
易
水
道
事
業
才
入
才
出

　
予
算

議
第
二
〇
号
　
昭
和
四
三
年
度
松
代
町

　
特
別
会
計
農
業
共
済
事
業
才
入
才
出

　
予
算

（1）
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侶

門
…
－
昭
和
四
十
三
年
度
当
初
予
算
が
議
決
…
…
…
一
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鍔
…
…
…
』
般
会
計
総
額
は
三
億
七
手
万
円
…
…
…

　
か
ね
て
提
出
さ
れ
て
い
た
昭
和
四
十

三
年
度
一
般
会
計
才
入
才
出
予
算
が
三

月
六
日
よ
り
の
町
議
会
に
お
い
て
慎
重

審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
通
過
い
た
七
ま

し
た
。
こ
の
予
算
は
一
般
会
計
予
算
総

額
三
億
七
〇
〇
〇
万
円
と
な
り
、
こ
れ

は
昨
年
度
の
二
億
〇
九
二
五
万
円
よ
り

一
億
六
〇
〇
〇
万
円
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
重
点
を
産
業
の
振
興

建
設
事
業
の
促
進
、
教
育
施
設
の
充
実

消
防
施
設
の
充
実
、
生
活
環
境
の
整
備

に
お
き
、
本
当
の
意
味
で
の
行
政
を
お

し
進
め
よ
う
と
す
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
尚
事
業
別
予
算

及
び
そ
の
重
点
事
項
は
次
の
通
り
で
す

　
漏
般
会
計
予
算
と
主
な
施
行

　
事
業
経
費
と
負
担
金

①
議
会
費
は
七
〇
九
万
円

②
総
務
費
は
四
六
〇
九
万
円

　
　
こ
れ
は
前
年
度
に
比
べ
二
三
八
万

　
円
の
減
と
な
っ
て
お
り
、
一
般
管
理

　
費
一
六
四
一
万
円
、
財
産
管
理
費
と

　
し
て
一
九
七
万
円
、
諸
費
と
し
て
松

　
代
高
校
の
屋
体
増
築
費
寄
付
金
一
五

　
〇
万
円
、
松
代
病
院
医
師
研
究
費
九

　
六
万
円
、
松
代
高
校
育
英
事
業
奨
学

　
金
一
二
〇
万
円
、
選
挙
費
一
〇
三
万

　
円
が
主
な
る
も
の
で
す
。

③
民
生
費
は
＝
ハ
九
四
万
円

　
　
保
育
所
費
が
松
代
保
育
所
一
五
六

　
万
円
、
へ
き
地
保
育
所
二
五
一
万
円

　
季
節
保
育
所
費
五
三
万
円
と
蒲
生
僻

　
地
保
育
所
建
築
費
二
七
三
万
円
、

　
又
国
民
年
金
事
務
費
三
九
力
円
な
ど

　
が
主
な
る
も
の
で
す
。

④
衛
生
費
は
八
〇
五
万
円

　
　
し
尿
処
理
事
業
を
十
日
町
市
へ
委

　
託
す
る
こ
と
に
し
、
既
施
設
事
業
費

　
に
対
す
る
寄
附
金
と
し
て
二
七
〇
万

　
円
（
約
五
％
）
、
経
営
費
の
委
託
費
三

　
〇
万
円
を
計
上
、
環
境
衛
生
費
七
二

　
万
円
、
予
防
費
二
二
七
万
円
が
主
な

　
る
も
の
で
す
。

⑤
労
彷
費
は
五
四
融
万
円

　
　
失
業
対
策
費
の
九
六
万
円
、
採
取

　
砂
利
加
工
料
等
に
三
四
五
万
円
が
主

　
な
る
も
の
で
す
。

⑥
農
林
業
費
は
六
繭
〇
九
万
円

　
　
農
業
構
造
改
善
事
業
費
と
し
て
三

　
〇
六
九
万
円
（
東
山
桑
園
四
五
反
歩
、

・
蒲
生
農
道
、
蓬
平
・
孟
地
桑
園
造
成

　
事
業
）
農
業
畜
産
振
興
費
四
三
九
万

　
円
、
農
道
開
設
補
助
金
九
〇
〇
万
円

　
福
島
林
道
橋
梁
架
替
工
事
に
六
〇
万

　
円
、
公
団
造
林
一
三
三
万
円
が
主
な

　
る
も
の
で
す
。

⑦
商
工
費
は
三
七
万
円
、

　
　
町
商
工
会
の
補
助
費
で
す
。

⑧
土
木
費
は
五
六
五
七
万
円

　
　
公
営
住
宅
管
理
費
一
四
七
万
円
、

　
片
桐
山
～
滝
沢
間
の
道
路
改
修
他
が

　
一
七
四
九
万
円
、
そ
の
他
橋
梁
の
新

　
設
、
改
良
な
ど
八
○
○
万
円
、
町
新

　
道
一
二
線
改
修
費
一
二
三
〇
万
円
、

　
な
ど
が
主
な
る
も
の
で
す
。

⑦
消
防
費
は
二
七
四
万
円

　
　
団
員
報
酬
な
ど
が
四
五
五
万
円
、

　
消
防
施
設
費
と
し
て
七
〇
八
万
円
、

　
（
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
一
台
、
小
型

輩位ご4円
昭幻43嫉予算ナ入才琳款別國表

　
動
力
ポ
ン
プ
ニ
台
、
防
火
水
槽
一
〇

　
ケ
所
に
対
す
る
助
成
金
）

⑩
教
育
費
は
一
二
、
八
三
二
万
円

　
　
小
学
校
費
一
四
二
三
万
円
、
教
育

　
振
興
費
五
三
二
万
円
、
松
代
小
学
校

　
建
設
費
八
九
二
六
万
円
が
主
な
も
の

　
中
学
校
費
六
一
七
万
円
、
教
育
振
興

　
費
三
二
二
万
円
、
社
会
教
育
費
一
五

　
四
万
円
、
公
民
館
費
＝
七
万
円
、

　
が
主
な
る
も
の
で
す
。

⑪
災
害
復
旧
費
は
八
二
七
万
円

　
　
町
単
独
土
木
災
害
復
旧
費
が
六
五

　
六
万
円
、
農
林
施
設
災
害
と
し
て
一

　
六
一
万
円
が
主
な
る
も
の
で
す
。

②
公
債
費
は
一
六
九
〇
万
円

　
　
こ
れ
は
債
元
金
償
還
金
が
主
な
る
．

　
も
の
で
す
。

③
予
備
費
は
三
七
万
円
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町
ー

　
　
　
　
　
　
　
円

　
　
　
　
　
　
　
千

　
　
　
　
　
　
　
あ

消
費
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経
費
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弼
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粍
　
礒

1
　
　

『
〔
　
　
　
旨

部
落
公
民
舘
め
ぐ
り

⇔

【
小
荒
戸
部
落
公
民
館
の
巻
】

　
部
落
民
の
大
ぎ
な
願
い
の
も
と
に
建

て
ら
れ
た
、
こ
の
部
落
公
民
館
は
、
部

落
の
中
央
の
高
台
に
あ
り
、
戸
数
三
十

七
戸
の
人
々
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な

っ
て
い
る
。
か
っ
て
皆
ん
な
の
集
り
の

場
所
も
な
か
っ
た
こ
の
部
落
で
は
、
婦

人
学
級
活
動
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
学
習
活

動
の
活
発
化
に
と
も
な
い
、
是
非
建
物

が
欲
し
い
と
考
え
、
又
部
落
全
体
の
寄

合
い
の
場
合
に
も
と
、
昭
和
三
十
八
年

新
し
く
現
在
の
建
物
を
建
設
、
す
べ
て

の
会
合
に
使
用
す
べ
く
内
部
設
計
が
た

て
ら
れ
ま
し
た
。
階
下
は
調
理
室
と
談

話
室
、
二
階
は
大
広
間
と
物
置
と
い
う

様
に
な
っ
て
お
り
、
大
広
間
は
五
十
名

位
の
集
会
に
は
適
し
た
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。
又
階
下
の
談
話
室
は
小
さ
な

会
議
な
ど
に
も
使
用
さ
れ
特
に
冬
期
間

の
グ
ル
㌧
フ
学
習
や
婦
人
学
級
の
学
習

な
ど
に
は
多
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
N
の
部
落
の
公
民
館
活
動
は
、
後

継
者
た
る
青
少
年
の
数
が
き
わ
め
て
少

な
く
、
そ
の
活
発
な
活
動
は
、
の
ぞ
む

べ
く
も
な
く
、
主
と
し
て
婦
人
学
級
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
学
習
に
力
を
注
い
で
い

る
こ
と
で
す
。

　
婦
人
学
級
の
活
動
は
年
を
お
う
ご
と

に
活
発
に
な
り
、
年
間
約
九
十
時
間
の

学
習
を
行
い
、
直
接
生
活
に
結
び
つ
い

た
課
題
を
取
上
げ
、
そ
の
効
果
を
あ
げ

て
い
ま
す
。
又
老
人
ク
ラ
ブ
も
月
一
回

以
上
の
会
合
を
も
ち
、
或
る
世
話
人
に

聞
き
ま
す
と
、
次
回
の
集
い
を
催
促
さ

れ
る
程
だ
そ
う
で
す
。

　
昨
年
度
部
落
入
口
の
橋
を
か
け
か
え

る
様
決
議
し
、
道
路
の
確
保
を
図
り
、

来
る
べ
き
時
代
へ
の
進
展
の
か
け
橋
と

す
る
な
ど
、
部
落
行
政
と
あ
い
ま
っ
て

人
的
資
源
も
ゆ
る
が
せ
に
し
な
い
体
制

を
作
る
べ
く
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
松
代
に
近
い
関
係
か
ら
、
と

か
く
大
部
落
依
存
の
考
え
方
に
な
り
が

ち
な
の
を
、
部
落
建
設
と
い
う
考
え
方

に
変
え
て
、
巾
ひ
ろ
い
活
動
を
計
画
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
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郵
便
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ツ
プ
に

　
郵
便
番
号
制
を
採
用

　
　
　
　
　
～
7
月
1
日
か
ら
～

　
郵
政
省
は
、
七
月
一
日
か
ら
全
国
い

っ
せ
い
に
「
郵
便
番
号
制
」
を
採
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
郵
便
番
号
と
は
、
全
国
の
配
達
局
の

受
持
区
域
に
つ
け
ら
れ
た
番
号
で
、
こ

れ
を
あ
て
名
や
発
信
人
の
住
所
氏
名
と

い
っ
し
よ
に
郵
便
物
に
書
い
て
い
た
だ

き
、
区
分
け
作
業
を
機
械
化
、
能
卒
化

し
て
、
郵
便
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ツ
プ
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
欧
米
諸
国
で

は
、
数
年
前
か
ら
実
施
し
て
、
大
き
な

効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

，
番
号
に
は
地
域
に
よ
っ
て
三
ケ
タ
と

五
ケ
タ
の
二
種
類
が
あ
り
、
五
ケ
タ
の

場
合
は
、
下
ニ
ケ
タ
を
子
番
号
と
い
い

ま
す
。
同
じ
市
町
村
で
も
、
配
達
局
が

何
局
か
あ
る
場
合
は
、
地
域
に
よ
っ
て

番
号
も
違
っ
て
き
ま
す
か
ら
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

当
町
の
郵
便
番
号
は
次
の
通
り
で
す
。

　
松
代
局
　
　
九
四
二
－
一
五

　
室
野
局
　
　
九
四
二
ー
二
二

　
今
後
、
郵
便
を
お
出
し
に
な
る
と
き

は
、
ご
自
分
の
住
所
に
こ
の
郵
便
番
号

を
「
郵
便
番
号
九
四
二
－
一
五
」
の
よ

う
に
書
き
そ
え
て
下
さ
い
。

　
▲
ハ
ガ
キ
と
封
筒
に
記
入
ワ
ク
▼

　
六
月
一
目
以
後
に
売
り
出
さ
れ
る
官

製
ハ
ガ
キ
、
現
金
書
留
封
筒
な
ど
に
は

表
面
の
右
肩
に
郵
便
番
号
を
記
入
す
る

赤
色
の
ワ
ク
が
刷
り
こ
ま
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
私
製
ハ
ガ
キ
、
絵
ハ

ガ
キ
、
封
筒
な
ど
に
も
、
こ
の
ワ
ク
を

印
刷
す
る
よ
う
、
製
造
業
者
に
協
力
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
ー
番
号
の
記
入
方
法
f

ワ
ク
ヘ
の
記
入
は
次
の
よ
う
に
し
ま
す
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Zl
（室

　
　
一

脚
　
　
　
融

℃
町
．
雍
津
区

働
i

　
ワ
ク
が
印
刷
し
て
な
い
ハ
ガ
キ
、

筒
、
帯
紙
を
使
う
場
合
や
、

こ
れ
に
な
ら
っ
て
郵
便
番
号
を
お
書
き

く
だ
さ
い
。

5
7
署
地
区

7
丁
新
潟
県
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匿
旨

　
　
　
　
　
　
　
　
封

　
　
　
　
　
小
包
に
も
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明
治
百
年
と
い
わ
れ
る
今
年
で
す
が

例
年
に
よ
り
町
内
の
長
寿
者
番
付
を
お

送
り
い
た
し
ま
し
た
。

　
松
代
町
の
場
合
、
最
高
年
令
者
は
明

治
五
年
生
れ
の
中
子
部
落
、
斉
木
キ
ノ

さ
ん
（
山
の
根
）
の
九
六
才
、
明
治
六
年

生
れ
の
太
平
部
落
柳
ト
メ
さ
ん
（
大
下
）

の
九
五
才
で
す
。
長
寿
の
方
々
は
八
八

才
以
上
が
三
二
名
（
内
男
八
名
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
約
一
世
紀
に
わ
た
っ
て
世
の
中
の
い

ろ
い
ろ
を
見
て
き
、
実
際
に
数
々
の
体

験
を
さ
れ
た
、
皆
様
に
心
か
ら
お
目
出

度
う
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
思
い
出
の
数
々
を

語
っ
て
い
た
父
き
ま
し
た
の
で
掲
載
い

た
し
ま
す
。

　
中
子

　
　
斉
木
キ
ノ
さ
ん
（
山
の
根
）

①
　
健
康
法
は
？

　
　
こ
れ
と
い
っ
て
変
っ
た
こ
と
は
な

聯

　
い
が
、
食
物
は
い
つ
も
腹
八
分
位
に

　
し
て
い
ま
す
。
腹
い
っ
ぽ
い
食
っ
た

　
こ
と
は
な
い
。
甘
い
物
が
好
き
で
、

　
殆
ん
ど
毎
日
少
し
づ
つ
食
べ
て
い
ま

　
す
。
塩
っ
ぽ
い
物
は
余
り
好
き
で
な

　
く
食
べ
ま
せ
ん
。
嫁
に
き
て
か
ら
、

　
子
ど
も
の
育
つ
盛
り
に
胃
が
悪
か
っ

　
た
の
で
、
セ
ン
フ
リ
（
薬
草
）
を
せ
ん

　
じ
て
毎
日
飲
ん
で
い
ま
し
た
。

②
今
の
世
の
中
を
ど
う
お
考
え
で
す

　
か
？

　
　
本
年
は
明
治
百
年
と
い
わ
れ
て
い

　
る
が
、
世
の
中
は
大
変
な
変
り
方
を

　
し
て
い
る
。
特
に
嫁
に
き
た
頃
は
、

　
ロ
ー
ソ
ク
や
ラ
ン
プ
の
明
り
で
生
活

　
し
た
訳
だ
が
、
電
気
製
品
の
発
達
で

　
生
活
様
式
も
す
っ
か
り
変
っ
た
事
が

　
一
番
目
立
ち
ま
す
。
ま
た
衣
類
や
食

　
物
も
む
か
し
と
だ
い
ぶ
変
り
、
あ
り

　
が
た
い
世
の
中
が
き
た
と
思
っ
て
い

　
ま
す
。

③
　
い
つ
も
何
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
か

驚算瞭懲

　
【
写
真
は
大
平
柳
ト
メ
さ
ん
】

　
た
ま
に
で
す
が
「
雑
き
ん
」
を
縫

う
時
も
あ
り
ま
す
が
、
寒
い
の
で
ほ

と
ん
ど
何
も
し
て
い
ま
せ
ん
。

太
　
平

　
柳
　
ト
メ

さ
ん
（
大
下
）

　
生
れ
て
か
ら
墓
場
ま
で
、
こ
れ
は
我

々
の
宿
命
で
あ
り
人
生
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
人
生
の
中
に
長
さ
短
か
さ
が
あ
り

ま
す
。

　
最
近
に
お
け
る
医
学
の
進
歩
と
食
生

活
の
進
歩
に
よ
っ
て
人
生
僅
か
五
十
年

の
時
代
は
過
ぎ
去
っ
て
、
人
生
六
十
年

の
現
代
で
あ
り
ま
す
。

田
打
ち
、
田
か
き
な
ど
非
常
に
住
み
よ

い
時
代
と
な
り
、
あ
り
が
た
い
と
き
が

参
り
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
世
の
中
は
発
展
し
ま
す
。

日
常
生
活
を
楽
し
み
な
が
ら
、
百
才
の

長
寿
を
お
迎
え
下
さ
い
ま
す
よ
う
祈
念

い
た
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
明
治
に
生
れ
、
人
生
の
大

然
し
八
十
㎜
－
、
ー
、
i
ー
、
、
ー
、
…
ー
，
，
、
ξ
，
、
、
、
，
、
、
，
ー
i
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，
…
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、
、
、
，
、
、
－
－
…
邑
，
－
、
，
、
一
半
を
明
治
時

才
以
上
の
長
一

　
　
　
　
　
じ

寿
を
保
っ
て
…

　
　
　
　
　
　

と
は
、
言
い
一

　
　
　
　
　
　

易
く
行
い
が
一

　
　
　
　
　
一

長
寿
を
祝
つ

松
代
町
長

柳

て

幡
　
蔵

…
代
に
お
彷
き

り

㎜
に
な
ら
れ
た

一
方
々
で
今
年

一
は
明
治
百
年

［

た
い
も
の
で
r
…
…
…
…
…
…
ー
：
…
－
…
－
…
…
－
…
：
f
：
…
…
」
祭
を
迎
え
、

あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
八
十
年
以
上

の
高
令
を
お
迎
え
遊
ば
さ
れ
た
こ
と
は

誠
に
慶
賀
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
八
十
才
以
上
の
人
の
道
を
生
き
ぬ
か

れ
て
参
り
ま
し
た
皆
さ
ん
は
、
今
一
度

過
去
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
て
下
さ
い
。

身
近
か
な
衣
・
食
・
住
を
は
じ
め
、
農

作
業
一
つ
を
考
え
て
も
耕
転
機
に
よ
る

記
念
行
事
も
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
修
証
義
の
お
経
の
中
に
「
造
悪
の
者

は
堕
（
お
）
ち
、
修
善
の
者
は
陞
（
の
ぽ
）

る
、
毫
（
ご
う
）
り
も
た
が
は
ざ
る
な
り

四
と
申
し
て
お
り
ま
す
。
小
人
閑
居
し

て
不
善
を
な
す
こ
と
な
く
日
々
の
行
常

受
語
を
も
っ
て
、
楽
し
い
余
生
を
お
暮

し
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
前
歯
が
二
、
三
本
か
け
た
が
、
そ
の

他
は
大
変
丈
夫
で
毎
日
テ
レ
ビ
を
見
る

の
が
楽
し
み
だ
と
語
っ
て
お
ら
れ
た
柳

さ
ん
、
こ
と
に
相
撲
が
大
好
き
で
、
十

五
日
間
の
テ
レ
ビ
が
楽
し
み
と
笑
顔
一

ば
い
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
他

の
こ
と
を
お
聞
き
し
ま
す
と

①
健
康
法
は
？

　
　
若
い
と
き
か
ら
食
物
の
好
き
き
ら

　
い
が
な
く
、
何
ん
で
も
よ
く
食
べ
て

　
き
ま
し
た
。
私
の
健
康
法
と
言
え
ば

　
い
つ
も
腹
八
分
目
と
い
う
こ
と
で
し

　
ょ
う
か
、
少
し
で
も
多
い
と
考
え
た

　
と
き
は
、
す
ぐ
に
と
っ
て
も
ら
う
よ

　
う
に
し
て
き
ま
し
た
。

②
昔
の
こ
と
な
ど
を
語
っ
て
も
ら
え

　
ま
せ
ん
か
？

　
　
別
に
こ
れ
と
い
っ
た
思
い
出
も
な

　
い
が
ラ
ン
プ
で
過
し
た
む
か
し
が
、

　
時
に
は
な
つ
か
し
い
こ
と
も
あ
り
ま

　
す
。
ラ
ン
プ
の
な
い
家
も
あ
り
、
油

　
の
中
に
燈
ス
ミ
を
入
れ
て
玄
関
に
お

　
き
、
人
が
来
る
と
そ
れ
を
つ
け
、
す

　
ぐ
に
火
を
消
す
様
な
家
さ
え
あ
り
ま

　
し
た
。

　
　
又
こ
の
戦
争
の
と
き
、
銅
銭
を
五

　
合
マ
ス
に
一
ば
い
献
金
し
、
表
彰
を

　
う
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
　
と
に
か
く
長
生
き
を
し
て
い
る
と

　
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が

　
こ
う
や
っ
て
元
気
で
過
し
て
く
る
と

　
み
ん
な
夢
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。


